
冒
頭
の
挨
拶
で
工
藤

会
長
は
、
「
国
民
生
活

を
踏
み
台
に
し
た
デ
フ

レ
脱
却
は
許
さ
れ
な
い
。

賃
金
デ
フ
レ
を
放
置
し

た
ま
ま
で
、
デ
フ
レ
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
」
と
指
摘
、

ま
た
、
「
自
ら
の
行
動

と
力
で
、
要
求
の
実
現

に
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
、
消
費
の
拡
大
に
つ

な
が
る
分
配
を
勝
ち
取

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
政
府
に
よ
る

一
方
的
な
地
方
交
付
税

削
減
の
動
き
に
対
し
、

「
自
治
体
の
自
立
的
な

財
政
運
営
を
脅
か
し
、

地
方
自
治
の
原
則
を
踏

み
外
す
も
の
で
あ
り
、

地
域
経
済
や
民
間
企
業

へ
の
影
響
と
い
う
観
点

か
ら
も
問
題
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
参
議

員
選
挙
に
対
し
、
「
民

主
党
の
存
亡
が
問
わ
れ

る
厳
し
い
戦
い
と
な
る
。

９
産
別
の
候
補
予
定
者

は
も
と
よ
り
、
北
海
道

選
挙
区
小
川
勝
也
候
補

予
定
者
の
必
勝
に
向
け
、

組
織
が
一
致
結
束
し
て

闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

産
別
決
意
表
明
で
は
、

自
治
労
道
大
出
書
記
長

が
交
付
税
削
減
問
題
に

対
し
、
「
地
方
自
治
を

根
幹
か
ら
揺
る
が
す
問

題
で
、
地
方
自
治
と
労

使
自
治
を
踏
み
に
じ
る

国
公
賃
金
削
減
を
地
方

に
波
及
さ
せ
な
い
取
り

組
み
、
地
方
財
政
確
保

に
向
け
た
大
き
な
う
ね

り
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

き
た
い
」
と
発
言
し
た
。
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政
府
が
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
を
基
に
各
自
治
体
に

国
公
給
与
削
減
と
同
等
の

措
置
を
求
め
て
い
る
問
題

で
、
自
治
労
道
本
部
は
拡

大
闘
争
委
員
会
を
開
催
、

各
地
方
本
部
に
対
し
て
今

後
の
方
針
を
提
起
し
、
各

単
組
・
総
支
部
へ
の
周
知

を
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ

を
受
け
て
石
狩
地
方
本
部

は
３
月
15
日
、
今
年
度
２

回
目
の
単
組
・
総
支
部
代

表
者
会
議
を
召
集
、
道
本

部
の
藤
盛
副
委
員
長
か
ら

い
し
か
り
ち
ほ
ん

書
記
局
か
ら

つ
い
に
（
や
っ
と
？
）

専
従
最
後
の
情
宣
紙

と
な
り
ま
し
た
。
２

年
間
と
い
う
短
い
期

間
で
し
た
が
、
な
ん

と
か
月
１
回
発
行
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誤
字
・
脱
字

で
お
見
苦
し
い
点
も

多
々
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
お
読
み
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
い
た
し
ま
す
（
む
）
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自治労北海道本部内
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自
ら
の
力
と
行
動
で
要
求
実
現
め
ざ
す

【プロフィール】

1947年北海道生まれ。
民間勤務を経て、86
年札幌市非常勤職員。
01年北海道本部副執
行委員長、03年自治
労中央執行委員。07
年21回参議員議員選
挙全国比例区で当選。

石
狩
地
方
本
部
は

あ
い
は
ら

く
み
こ
さ
ん
、
小
川

勝
也
さ
ん
を
推
薦
し
て
い
ま
す
。

３
月
20
日
、
民
主
党
海

江
田
代
表
が
来
道
、
若

者
と
の
意
見
交
換
会
が

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で

行
わ
れ
、
自
治
労
か
ら

は
瀧
口
青
年
部
長
、
石

狩
地
方
本
部
か
ら
は
吉

田
女
性
部
長
、
斉
藤
青

年
部
長
、
樺
澤
幹
事
を

は
じ
め
、
８
名
が
参
加

し
た
。
瀧
口
青
年
部
長

及
び
樺
澤
幹
事
は
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
」
に
関
連
し
た
質

問
を
行
っ
た
。
ま
た
、

地
本
斉
藤
青
年
部
長
か

ら
は
、
保
健
福
祉
・
教

育
の
人
材
確
保
に
対
し

「
非
正
規
雇
用
が
多
く
、

市
町
村
と
都
道
府
県
で

の
仕
事
の
押
し
付
け
合

い
な
ど
現
場
は
疲
弊
が

蓄
積
し
て
い
る
」
と
意

見
を
述
べ
、
海
江
田
代

表
は
「
民
主
党
政
権
で

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
と
意
識
し
て
き
た
。

今
後
も
保
健
福
祉
・
教

育
の
予
算
に
つ
い
て
拡

充
す
る
よ
う
に
意
見
し

て
い
き
た
い
」
と
回
答

し
た
。
一
方
、
党
内
を

今
後
ど
の
よ
う
に
ま
と

め
て
い
く
の
か
と
い
う

質
問
に
つ
い
て
は
「
働

く
者
の
立
場
に
た
っ
た

政
治
を
実
施
す
る
た
め

に
綱
領
を
定
め
結
集
の

軸
を
定
め
た
。
新
自
由

主
義
で
、
労
働
規
制
を

緩
和
し
よ
う
と
し
て
い

る
現
政
権
に
、
労
働
者

の
た
め
に
意
見
し
て
い

き
た
い
。
」
と
述
べ
た
。

労
働
者
中
心
の
政
治

取
り
戻
す

地
本
青
年
部

海
江
田
代
表
と
意
見
交
換

（上）1600名が結集した春闘総決起集会
（左下）決意表明で発言する自治労大出書記長
（右下）参院選への決意を述べる小川参議

連
合
北
海
道
は
３
月
６
日
、
札
幌
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
２
０
１
３
春
季
生
活
闘
争
・
第
23
回
参
議
員
選
挙
勝

利
!!
総
決
起
集
会
を
開
催
、
１
６
０
０
人
が
結
集
し
た
。

地
公
給
与
削
減

絶
対
阻
止

提起する藤盛副委員長

今
回
の
道
本
部
提
起
の

内
容
と
し
て
、
「
た
た

か
い
の
指
標
」
や
「
道

本
部
統
一
行
動
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
、
「
４
・

12
総
決
起
集
会
」
開
催

に
つ
い
て
、
ま
た
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
ス
ト

配
置
や
住
民
ビ
ラ
配
布

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
地
本
、
単
組
・

総
支
部
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
で
の
今
後
の
闘
う
方

針
に
つ
い
て
、
全
体
で

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

賃
金
デ
フ
レ
解
消

最
優
先

答弁する海江田代表


